
　　一麻年かう，孕諭要旨の紹かを中・σ1こ，超’検1・徴盲祭．茨岡三究など飽理学

、群一一ケ葺の勤きを9層このドお英のフκ地回」という小冊与にま之醐ることに養

っていまレたが、此褒，都合によリ，2畢　3暑三三男とレて、導禦上、♪

國目の発行のぱこ猷12至りまレた．

　　ところで、　この小珊・子の旧格につきまして1ま，　第／努発刊の簾‘に塾飼題と

跡・てし蛍ぴ劾・，三生の研究レバ陵ま嫌，蓉・とアカヲミッノに、
とかノ　戸地理科・氾席凌お’く’孝生の肩贋磨1じてし、ること：1の瀦レ合し13｝場に2ド

軌旧弊三生及び学生相互の鏡随を1勲、る。等受、未だ明らかな結論も出

面ま・きように至っ天ほ・嘱し．た・、今後．2の・縦子が1よグ三三な1

創コ呑回され遊・ものとなりますにけ，資金や綿羨よ検面すべき揃題が数多く、

委買一そ託もク学ごキな・びぐ窯青田』さ麗だ一まかゼでなく，．三生全爆の三三・：

的掃込水、まず：．訟激てあるど思いま「凱、

　さて，本四は，醐綴代相豆の蓮懸に投立てるべ’き名簿の充災をはかるため

在較生…∂三所鐸老・・のせ，できる友’け正確を期し・たつ・もりでナ。談まけ々お気

偉の方・滅し峨鍛劒馴2は・ぜひ励確まであ伽ら．豪く馨し’。・
　お励引こ、オ男山麹2あたり、りうし略と御法力，獅脳力く雌識し澄し．た

％生方、’無舞生9皆撫ならび1ミ地理敦盛と三三三三～2導くみ孔確レあげるど茨

に，今鍛之も御婆力をお願い致したし1と囲ひまゆ、

嬬一鵡鰍鯖蝉船宿蹴奪輿脇禰灘訊鱒鰭ll
よりました・　あわせで厚くお私’申レあげたし1ど葱し配：ます．
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